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に

組み報告 川越市森林公園計画進 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
健
勝
と
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
各
委
員
会
が
活
発
に
活
動
し
た
結
果
、

か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
は
種
々
の
活
動
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
か
た
が

た
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
埼
玉
県
の
モ
デ
ル
事
業
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
並
び
に
「
第
一
回
か
わ
ご
え
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
行
っ
た
事
は
、
他
に
誇
れ
る
活

動
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
こ
の
二
つ
の
事
業
は
続
け
て
行
い
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
一

層
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
も
設
立
以
来
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
つ
い
て
種
々
話
し
合
い
を
続
け
る
中
で
、
現
状
に
合
わ
な
い
こ
と
や
、
変
え
た
ほ
う

が
良
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
理
事
会
に
諮
り
、
機
構
改
革
検
討
委
員

会
を
設
立
し
、
会
員
の
皆
様
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
組
織
を
目
指
し
案
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。 

本
年
も
か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
を
、
各
理
事
さ
ん
、
各
専
門
委
員
会
の
委
員
、
会
員
全

員
で
協
力
し
て
、
川
越
市
の
環
境
を
よ
く
す
る
目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
行
き
ま
し
ょ

う
。 平

成
十
六
年 

元
旦 

 
 
 
 

か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
理
事
長 

笠
原
啓
一 

 

ついて小学校との連携について報告。１月20日 

最近の事業報告から 行状況の報告

意見をもとに

を集約。アン

自然の保全」

の市民アンケ

定。「くぬぎ

強化。12 月

の３」行動に

の「くぬぎ山

福・寄付地の

下草刈り、２

「水辺の自然

水場南側の自

し合い。新た

マップ」の作

仙波河岸史跡

いての折衝報
名古屋で開かれる「第 15 回ＥＰＯ

Ｃフォ－ラム」でリスコミについて

環境ネットに講演依頼があり、理事

会の推薦で高木理事が出席するこ

とを決定。 
■自然環境委員会の報告 ◎10 月

17日・11月14日・12月11日 市

役所７階会議室で開催。３カ月間の

集約。（１）活動テ－マごとの取り
 

･８月 24 日､10 月 12 日の観察会の

、10月26日の検討会で市民の意見

ケ－ト等（詳細後記） 「残された

グル－プでは「川越森林公園構想」

－トを集約、検討委員会に提案予

山」は３市１町の市民団体との連携

６日に「くぬぎ山の緑を救おう・そ

参加。また翌７日に大東公民館主催

」についての勉強会にも参加。「中

保全」は、11月15日倒木の焼却と

～３月に「くずはき」の計画提示。

の保全と再生」グル－プは、郭町浄

然公園化活動で公園整備課との話

な湧水３カ所の発見等により「湧水、

成検討。小学校との連携等。（仮称）

公園での植生ブロックのＰＲにつ

 

■理事会の報告 ◎第 38 回 10 月 21 日 自然環

境委員会の「川越森林検討委員会」等５グル－プに

よる活動開始の詳しい報告 社会環境推進委員会

の「法令研修会」等９課題ごとの活動推進状況の報

告。なお「第２回かわごえ環境フォ－ラム」２月７

日実施を確認 機構改革委員会が１１名の委員で

発足し検討課題等の状況報告。  
◎第39回 12月18日 平成15年度リスコミ事業

について検討。現在協力企業と交渉を行っている。

また埼玉県化学保安課から出席した担当者より、モ

デル事業としての開催依頼があった。併せて、市民

主導の方向等について意見交換。 「第２回かわご

え環境フォ－ラム」について、発表登録、協賛、後

援企業との折衝状況等の報告と意見交換、各委員会

からの報告。自然環境委員会からは、連絡網や湧水

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

告。 「都市環境の改善」グル－プ 
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では、市民の森（特に１１号地）について、緑の推進

員との話し合いの報告等。街中公園・ポッケトパ－ク

の視察検討等の報告。 （２）活動の活性化のために、

自治体との連携のありかた、学校との協働、高齢者を

含めた市民参加の方向について意見交換。 
■社会環境推進委員会の報告 ◎10 月 15 日・11 月

19日・12月17日 市役所内会議室で開催･３カ月の

集約｡●活動テ－マごとの取り組み報告 「法令研修

会」シリ－ズ１の５研修会は終了。シリ－ズ２として

ＰＲＴＲ法を取り上げる。「食と水の安全グル－プ」

12月５日に市民会館会議室で講習会開催（詳細後記）

「ごみ減量・リサイクルグル－プ」11月16日に市立

中央図書館視聴覚ホ－ルでシンポジウムを開催（詳細

後記）。「有害化学物質（リスコミ）グル－プ」かわご

え環境ネット全体事業の一環として基本調査中。アン

ケ－ト等については県のモデル事業との関連で調整

する。「省エネ・地球温暖化防止グル－プ」10月以降

の市の省エネ企画に協力。会員内からモニタ－・エコ

チャレンジファミリ－等の募集に協力 「街美化運動

グル－プ」10 月に市内４地点のポイ捨てゴミ実態調

査実施。月４回の啓発運動を発展させ、川越市商店街

連合会とネットとの共催で12月23日にクリ－ン・フ

ィールドワ－クを実施（詳細後記）。「北公民館かんき

ょう祭り」かわごえ環境ネットも後援し、展示も担当

（詳細後記）。「公民館活動参画」環境出前講座講師の

募集を提案。年度内は講座開設の準備に。自然環境グ

ル－プにも呼びかける予定。「環境地域通貨(エコマ

ネ－)グル－プ」川口市の環境通貨キュ－ポラの調査、

ア－スディのデポジット観察の報告。川越の実態にあ

った企画案を12月の例会に提示。「小江戸小判」を出

した川越市商店街連合会とも連携して研究の予定。 
《イベント詳報》 
１）川越市森林公園計画の基本計画説明会 
 10月26日（日）午後１時～４時 南文化会館会議

室。３回にわたる実地観察、説明会等の調査に基づき、

市民からの提言をまとめる研究会。会員外の人も含

め、45 人の参加で充実した討論がなされた。市民へ

のアンケ－ト実施を決定。年内に集約。 
２）北公民館かんきょう祭り 北公民館 
 10月25日（土）９時～16時30分 ３回目を迎え

た「北公民館かんきょう祭り」はかわごえ環境ネット

後援、北公民館登録の環境３団体の主催で、公民館活

動としては異色の催しとして注目を集めている。今年

は「水は命・水はともだち」を合い言葉に、午前のシ 
 

ンポジウム、環境写真・環境標語、かわごえ環境

ネット出展の新河岸川の魚などの他、ケナフの

会、街美化などの展示と、終日環境に関心をもつ

市民が訪れた。 
３）～教えます・ごみ減量・リサイクルのテクニ

ック～シンポジウム 
 11月16日（日）午後１時～４時 川越中央図

書館視聴覚ホ－ル  川越市のゴミ問題は、新清

掃センタ－の着工延期などで減量化を迫られて

いる。危機感に乏しい市民の啓発の第１弾とし

て、グル－プ討議を重ねて実現した。環境推進委

員や公民館を通してのＰＲにもかかわらず、４６

人の参加にとどまった。 山伝自治会田村副会長

より活発なリサイクル活動の報告、ＥＭネットワ

－クはつかりの加藤さんによる生ごみ処理、１日

僅か１６グラムだけの驚異的ゴミ減量のテクニ

ックを披露した毛呂山町の上領さんなどの話に

感銘、参加者との質疑応答もあって、充実した内

容であった。 
４）～水と食の安全～シンポジウム 
 12 月５日（金）午後１時半～４時 川越市民

会館 第３会議室  全ての生命に欠かせない

水と食！河川の汚濁、農薬被害や薬品汚染のニュ

－スが流れるたびに、毎日飲んでいる水道水や食

物は大丈夫だろうか？野菜は？肉は？魚は？実

情を冷静に見つめて、被害を最少にとどめる工夫

が望まれる時代である。 
 ネット個人会員の松岡さんが水問題を、豊富な

資料と実験で説明した。食の問題は、個人会員の

中山さんが担当、農薬ばかりでなく、飼料や耐性

菌、危ない脂肪や不飽和脂肪酸などの実態を説明

し、健康を守る食生活の知恵についても触れ、参

加者の共感を得ていた。豊富な資料は環境政策課

に問い合せて手にいれられることをお勧めする。

５）川越クリ－ン・フィ－ルドワ－ク 
12 月 23 日（祝）午前９時半～11 時半 市内中

心部６コ－スで調査・啓発活動  市議会で過去

６回もの質問があり、この 12 月市議会でも発言

があった「ポイ捨てゴミ問題」実態調査と清掃を

兼ねた活動が、ネット会員、共催の川越市商店街

連合会の有志、東洋大学学生等、４０人を越える

参加者で行なわれた。 
 ９時半、本川越駅前交番横に集合、「歩きタ

バコやめましょう」「ポイ捨てやめましょう」の 
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   展示は午前・午後実施 

第２回かわごえ環境フォーラム 

        

 

 

啓発ゼッケンをつけ、中央通りから一番街、久保町

から喜多院、市駅周辺から六軒町、クレアモ－ルか

ら八幡通り、バス通りを東武ホテルから赤心堂病院

回り、川越街道沿いの通町・南通町・菅原町・川越

駅周辺と６コ－スに分かれてスタ－ト。軽トラック

いっぱいのゴミ（６０ｋｇ）を見て、市民の啓発の
 重要さを実感。次回の行動を約束、１１時半解散。 
 
自然環境部門
ＥＭによる環境浄化活動 泉山信一・上山巧
水生生物からみる市内の水循環 川越市 環境保全課
寄付地のアカマツ林再生の方向を考え
る

雑木林に親しむ会
過　昌司

都市と公園 伊藤邦彦
子供のための環境学習についての研究
～（仮称）川越市森林公園を事例として

田谷聖子

子どもへの自然と遊びに関するアンケー
ト調査

筒井優美子・小瀬博之

（仮称）川越市森林公園計画における市
民参加方法に関する研究

小林眞・岡部琢真・小瀬博
之

環境イベント・環境負荷削減部門

北公民館かんきょう祭り
北公民館かんきょう祭り実
行委員会

環境イベントにおけるクイズラリー方式
の環境学習効果に関する研究　～アー 直井勇樹・中口毅博

 

《かわごえの環境（第６号）発行》 
 川越市環境基本計画年次報告書の平成１５年版が

１０月に発行された。平成７年度から１４年度にわた

る川越市の環境の現状と環境の保全・創造に関する施

策の報告がまとめられている。申し込みは環境政策課
山崎まで。 
機構改革検討委員会中間報告》 
この委員会は、かわごえ環境ネットの事業活動をよ

活性化して、「市民が楽しく積極的に参加できる体

、みんなの意見を取り入れて運営し、市民全体で環

改善ができる団体」に向けての改革の検討をすると

て、公募委員（末尾記載）により 10 月に発足しま

た。 
固さを取り去った議論を展開するため、委員長等の

書きはなく、座長（吉田）制とし、座長が進行役と

過記録の取りまとめを担当しています。初会合で、

状認識と本質追求で問題点を共有し、対策の樹立と

標設定で改革案を 16 年２月をめどに取りまとめる

定としています。12 月末現在で４回の会合が開か

ましたが、市の環境基本計画との関係や他市の同種

体の事例把握等委員のベクトル合わせに時間を要

、前半の問題点の抽出を概略終り、具体的な組織・

制の見直しを始めたところです。かわごえ環境ネッ

設立時の市民の期待や、今年度総会におけるみなさ

の議論を参考にしながら検討を進めています。（吉

記） 
員氏名；長内隆久・賀登環・小瀬博之・長岡素彦・

中口毅博・吉田庄一（以上個人） 
金子晃・武田侃蔵・仲井謙介（以上民間団

体）淺川英雄（事業者）斎藤洋一（市） 

スデイ
地域
システ
イベン
東洋
度を適
屋上
関す
(仮題
み

天然

リスク

ごみ
クリー
東洋
化とそ
東洋
ごみ

廃棄

ゼロエ

インタ
公共
環境
ホー
望ま

展示
ＥＭク
クリー
武州
東京

ＥＭネ
昭和

 

 日時 ２月７日（土）AM9:30～PM4:30 
 場所 川越市民会館 会議室 
 内容 午前の部 分科会 市民・事業者・民

 間団体・行政等の活動報告

午後の部 意見交換会 ２テーマ 
分科会発表者と展示団体（敬称略）1/13 現在
・イン・川越における実証実験～
通貨を用いた飲料販売・容器回収
ムの可能性に関する研究～環境
トにおける実験～

朝比奈良・中口毅博

大学の学園祭におけるデポジット制
用した飲料販売の効果に関する 加島弘喜・小瀬博之

緑化による植物の生育と熱環境に
る研究

西康二・小瀬博之・川永勇
次（昭和工業㈱）

）東京電力川越支社環境への取組 東京電力㈱川越支社
　吉田幸司

ガス自動車の普及活動について
武州ガス㈱　総務企画部
企画グループ 佐藤宏一

コミュニケーション事業報告
リスクコミュニケーション実
行委員会

・協働方法部門
ン川越実現への方策 武田侃蔵・金子大蔵

大学川越キャンパスにおける分煙
の効果

古木剛・小瀬博之

大学川越キャンパス全域における
分別サイン設置効果に関する研究

川上貴紀・小瀬博之

物ゼロエミッションへの挑戦
パイオニア㈱川越事業所
環境システム課 豊泉利夫

ミッションに向けての取組み
東洋インキ製造㈱川越製
造所　水上 聡・岸 信夫

ーネットを利用した市民参加による
空間の計画と評価に関する研究

岡部琢真・小瀬博之

基本計画における協働 中村博行・長岡素彦
ムページへのアクセス状況と今後の
しい展開

広報委員会

リーンクラブ
ン川越めざす会

ガス㈱　
電力㈱川越支社

ットワークはつかり
工業㈱
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    団体会員の紹介 

川越モラロジー事務所         

 モラロジー川越事務所は、的場の鈴木幸造宅に 
あり、市内の方が多く参加されて活動しています。 
この事務所では、毎月定期的に事務所・各家庭 

で研究会・座談会等の学習会を開いております。 
この学ぶ中に環境汚染等についてのことがありま 
す。そのために日常の生活で、ごみの減量化や、 
ごみ捨てをしない事を守るような生活をすること 
で、環境を破壊から守り次代の子孫へ残す事が出 
来ると信じて、会員個々で実行しています。 
 私は４年ぐらい前から朝の散歩時に、投げ捨て 
たタバコを拾っています。30分ぐらいの間ですが 
毎日60～70本が集まります。他に土曜日には交 
差点の周りを拾います。一番多い時には600本く 
らい落ちていて、かなり時間をかけたことがあり 
ましたが、最近は少なくなりそれでも毎週、200 
本以上を拾います。吸う人が一寸気をとめること 

で、このような投げ捨てが減り皆さんが嫌な思いを

しなくて済むようにと願っています。時々、通りが

かりの人が声をかけてくださったりされる事で、励

みにもなり、毎日続けています。 
 何事も一寸した心の使い方を、代える事で、皆さ

んが気持ちよく住めて、安心できるように出来るの

ではないでしょうか。 

               連絡先 〒350‐1141 川越市的場 2413-7 
   代表 鈴木 幸造 TEL・FAX049‐231‐0469 

 

 東京電力㈱川越支社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

渉外・広報グループ  吉田 幸司 
連絡先 〒350‐0054 川越市三久保町17-4 

℡ 049‐260‐2205 
○ ガソリン使用量 20％削減 ○コピー用紙購入

量 ５０％削減 
○ 川越市エコオフィス認定（15 年度にゴールドオ

フィスを目指す） 
３．新たなオフィスごみゼロ活動 
 従来の取組に加え、15 年度はオフィスごみゼロ活動

をスタートさせました。事業所から排出される「ごみ」

を徹底的に分別しリサイクルすることにより最終的に

排出される「ごみ」を「ゼロ」にしようという取組で

す。 
○総合リサイクル率99％ 

４．お客さまと共に取り組む省エネルギー活動 
東京電力では、学校教育の場や、お客さまに「環境

問題・省エネルギー」を積極的にＰＲし、地球温暖化

防止にも積極的に取り組んでいます。 
以上、当社の環境への取組概要をご紹介致しました。 

 今後とも、川越地域の一員として、お客さまや地域

とともに、「快適なくらし」「住みよいまち」づくりを

目指す活動を継続したいと考えておりますので、会員

の皆様方のご指導をよろしくお願い致します。 

 東京電力では、従来から環境問題を重視し、

「環境の創造」を経営ビジョンにかかげ環境問

題に取り組んでいます。 
１．事業所周辺の環境整備活動 
○職員の手作りによる花いっぱい運動  
○事業所周辺の環境美化活動 

２．自社消費エネルギー４項目の削減活動（2000
年度を基準：2017年達成） 
 ○電気使用量 15％削減 ○生活用水使用量 

15％削減  
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   会員の広場（一言コーナー） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 初雁の姿は夢･幻か？ 
（個人会員 佐久間勇次） 

歴史と伝統を誇るまち川越は「初雁のさと」とも

よばれている。初雁高校、初雁交通、初雁最中 etc
…。市の鳥は「雁」である。ガンとは言わない。カ

リである。昔は、伊佐沼やその周辺の水辺に関東地

方では真っ先に飛来したのだろう。｢初｣の字がつく

いわれはそんなところかもしれない。 
 澄みきった秋の青空に、カハハ－ンと甲高い声

で、鍵になり棹になり渡って来る。今は、北海道美

唄市の沼に６万羽、宮城県の伊豆沼に５万羽、新潟

県の豊栄市の沼に１万羽が飛んで来る。関東地方に

は、昭和３０年以降来なくなった。 
 市民の多くは雁を見たことがない。校章・校歌に

なっている川高・川女の生徒らにも、剥製でも良い

からと、舟橋市長や川高・川女の同窓会会長から頼

まれた。私が東北大学在職当時の教え子で宮城県の

有力者である熊谷圭氏に頼み、ようやく３羽の剥製

を譲り受け、それぞれに寄贈した。 
 市役所に入って受付の左、エレベ－タの前にガラ

スケ－スに納まって飾られている。伊佐沼に「雁」

は戻って来るのだろうか？「初雁」の名を幻にした

くない思いだ。 （さくま ゆうじ 川越市松江町在住） 

 「湧き水」に思うこと 
          （個人会員 井山 幸之） 
 私は、川越シニア大学「小江戸塾」で学び湧水

の実地調査を行い、川越にも26ヶ所の湧水がある

ことを知り、４人の仲間と調査しました。 
調査は、市の環境政策課から「今と昔の湧水調

査」報告書という冊子をもらい、自転車で行動を

しました。確認が出来たのは、20 ヶ所、未確認の

所は、ゴルフ場の敷地内、個人宅の庭や、裏山と

いうことで、ネームバリューのない私では、踏み

こめない所です。 
又環境政策課主催の湧水調査にも参加し、水質

検査等も行い、水のよごれや湧水量の減少などを

知り、湧水地の保護や保全が出来ないかと思って

いるところです。山林が雑木から杉桧に、宅地開

発による畑や田甫の減少、マンション建設による

地下水脈の分断、道路舗装による雨水が地中に染

み込まなくなっていること、などなど、湧水の今

後が心配です。 
環境ネットの会員として湧水を護り、生かす活

動を行いたいと思っているところです。 
   （いやま ゆきのぶ 川越市小ケ谷在住） 

  
《他市の環境団体は》「エコシティ志木」の活動 ② 
前回に触れたように、７０年代からの市民運動の高まりは「川と街をきれいにする運動」のような、市民・行政協

働の姿をとった。その姿勢が「環境基本計画」策定の過程で、市民と行政がともに知恵を出し合う関係が保たれた。

これからの市民と行政の関係を考える上で、参考になるケ－スだろう。 

 「市民環境大学講座」終了生を中心に、市民版の環境基本計画づくりをめざす「エコシテイ志木」が９５年にス

タ－ト。２年余をかけて、４つの部会ごとにフィ－ルドワ－クやワ－クショップを使った学習活動を重ねた。「水と
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」「ごみとエネルギ－」「保健・福祉」「まちづくり」と、狭義の「環境」だけにとらわれない、市民が豊かに生き

 

 

 

 

 

 

 

  

②ごみダイエットプラン③福祉のま

ちプラン④まちづくりプラン⑤エ

コ・コミュニティひろばプラン⑥おち

ば公社プランと充実した内容である。

志木市の「人とひとが織りなす川のま

ち志木」はエコシティ志木の会員が多

数参加して、行政版の環境プランとし

て、協働の関係にある。 

ゆけるまち志木をめざした。そして、

８年３月「市民がつくる志木市の環境

ラン」を策定、提言として市長に提出

た。一般にも販売されたが、親しまれ

河童のイラストとともに、分かり易い

ニ－クな編集とあいまって、新聞でも

りあげられるほど売れた。 

市民参加のまちづくりを目指す「プラ

」は①水と緑のネットワークプラン 
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団体の１～３月の行事予定  
◎武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 ［問い合せ先・谷津弘子   049-224-9118］ 
   《森林公園観察会》 《自然観察会》 《水鳥観察会》 

  １月  ４日（日）    １０日～１２日 

  ２月 １７日（火）   １日（日）      

  ３月 ２５日（木）  ２１日（日）    

◎埼玉県生態系保護協会    ［問い合せ先・笠原啓一   049-222-0957] 

    探鳥会・鶴ヶ島》   《今福雑木林自然観察会》 

  １月 １１日（日）   ２５日（日） 

  ２月  ８日（日）   ２２日（日） 

  ３月 １４日（日）   ２８日（日）      

◎雑木林に親しむ会     ［問い合せ先・過 昌司   049-246-1155］ 

  １月 １１日（日）くずはき  ３１日（土） 下草刈り 

  ２月  ８日（日）冬の料理  ２８日（土） 林へ 

  ３月 １４日（日）ハイキング      

◎クリ－ン川越めざす会    ［問い合せ先・武田侃蔵   049-222-0786] 

 《「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置自転車」のゼッケンをつけ、美化啓発行動。      

１月啓発   ６日（火） ８日（木） １８日（日） ２４日（土）  アトレ横１時半集合。 

２月 〃    ３日（火） １２日（木） ２２日（日） ２８日（土）    〃 

３月 〃    ２日（火） １１日（木） ２１日（日） ２７日（土）    〃 

◎ １月の理事会    １５日（木）１５時より 市役所７階７Ｇ会議室 

◎ １月の自然環境委員会   ２２日（木）１５時より 市役所７階７Ｃ会議室    

◎  〃 社会環境推進委員会 ２１日（水）１６時より 市役所７階７Ｅ会議室    

  事務局だより 
 当会はネットワ－ク組織であり、活動の環をつなげていくが今年度のテーマのひとつです。会員の輪（環）

をつなげていく事で事業の輪（環）が広がります。２月７日は、かわごえ環境フォーラム。会員自身はもちろ

 

  
ん、知人・友人をお誘い合わせの上ご参加ください。大きな強い輪をつなげていくために。《担当 山崎》  

           広報委員会だより 
  

 

 

 

 

 

 

 

          

かわごえ環境ネットの活動も、各部会のグル－プ活動が活発になり、２月７日の環境フォ－ラムも今から

期待に胸ふくらむ思いであります。三つの分科会に分かれて、７～８件の発表があります。そして活発な質

疑が続けば、実り多い環境フォ－ラムとなりましょう。新年にあたり、かわごえ環境ネットの一層の発展を

祈るものであります。次号からはもう少し工夫をこらし、他誌に負けない紙面作りに努力します。前回に続

き、《12月市議会の環境関係の質問》の項目を掲載します。質問順。 松井釜太郎議員・新清掃センタ－の

今後の見通しについて、ディ－ゼル車の規制について（その２） 中原秀久議員・新清掃センタ－建設につ

いて、ゴミポイ捨て・歩きタバコ禁止について 山口智也議員・放置自転車対策について 高橋康博議員・

公の施設と雨水対策について 菊地実議員・新清掃センタ－問題について 山木綾子議員・新清掃センタ－

について 新井金作議員・行政改革とごみ収集委託について 高橋剛議員・学校内外での環境教育について
  山村健仁議員・廃棄物の減量施策について 
  

環境まちづくりフォ－ラム・埼玉 ３月28日（日）埼玉県川越福祉センタ－（ 049-244-2271）で開催。参加

費  500 円 《彩の国環境大学終了生を中心に、県下の環境に関心をもつ市民・事業者・行政が一堂に会し、

お互い の実践を交流し、学びあい、つながって支えあうをモット－に、一昨年川口市、昨年は蓮田市で開催》

◎プログラム 午前９時30分受付、10時開会。全体会あいさつ。 

     10時15分から、埼玉大学教授  西山賢一氏の講演。１２時 交流会（ﾎﾟｽﾀ-ｾｯｼｮﾝ） 

13時20分より分科会   ①カッパ分科会②メダカ分科会③キツネ分科会④ミミズ分科会 

 

 

       15時30分分科会報告。 16時終了 ◎連絡 仲井 FAX049-245-4562 kena@pop.kcv-net.ne.jp


